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巳
な
出
発

年
(
そ
の
1
)

か
ら
昭
和
初
年
ま
で
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旧魚津市役所斤舎

魚
津
市
の
、
市

っ
た
歴
史
を
た

」
掲
載
予
定
)

命
懸
魚
津
市
の
誕
生

(
1
町
日
か
村
の
合
併
)

政
府
の町
村
合
併
へ

市
町
村
の

財
政
負
担
の
増
大

村
の
行
政
的
役
割
は
増
大
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
市
町
村
の
財
政
需
要

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
財
政
は

苦
し
く
な
っ
た
。

財
政
が
行
き
詰
り
状
態
と
な
る
中
、
そ
の
打

開
策
と
し
て
の
町
村
合
併
問
題
が
全
国
各
地
で

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
魚
津
区
域
の
町

村
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
。

の
動
き

政
府
は
、
行
財
政
制
度
の
変
革
を
行
う
よ
う

勧
告
し
た
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
き
、
地
方
行

政
調
査
委
員
会
を
設
け
て
、
地
方
自
治
の
税
財

政
の
面
か
ら
再
検
討
し
た
。
昭
和
お
年
に
は
税
制

改
革
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
市
町
村
財
政

は
安
定
し
て
き
た
。
ま
た
、
昭
和
初
年
に
は
、
行

昭
和
幻
年
に
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
き
。
地
方
自
治
法
H

H

学
校
教
育
法
。
H

公

職
選
挙
法
。
な
ど
地
方
自
治
体
の
組
織
運
営
に

関
す
る
法
律
が
次
々
に
制
定
さ
れ
た
。

そ
の
法
律
は
、
民
主
主
義
に
基
づ
く
地
方
自

治
の
充
実
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
市
町

〈
昭
和
幻
年
〉

4
月

・
魚
津
市
誕
生

(
l
町
日
か
村
合
併
)

5
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
。
初
代
市
長

に
金
光
邦
三
氏
。

7
月

・
七
・
一
水
害
(
被
害
ロ
億
円
)

叩
月

・
教
育
委
員
会
発
足

ロ
月

・
魚
津
|
富
山
間
に
電
話
線
完
成

〈
昭
和
初
年
〉

9
月

・
水
害
が
発
生

(
被
害
3
億
円
)

・
水
族
館
の
建
設
工
事
を
着
工

ロ
月

・
上
水
道
完
成

2
0
0
戸
給
水

〈
昭
和
初
年
〉

4
月

・
富
山
産
業
博
覧
会
魚
津
会
場
が
閉
幕

水
族
館
、
埋
没
林
館
完
成

・
国
鉄
魚
津
駅
が
改
築

叩
月

・
優
良
合
併
市
と
し
て
総
理
大
臣
表
彰
を

受
賞

〈
昭
和
初
年
〉

9
月

・
本
江
小
学
校
が
開
校



鶴
市
制
初
期
に
起
き
た

七
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政
事
務
再
配
分
に
関
す
る
勧
告
を
示
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
地
方
自
治
庁
は
、
町
村
規
模
の
合

理
化
を
図
る
よ
う
都
道
府
県
知
事
に
通
達
し
た
。

昭
和
お
年
に
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
公
布

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
先
の
通
達
と
と
も
に

各
町
村
で
は
、
合
併
へ
の
動
き
が
よ
り
活
発
に

な
っ
て
き
た
。

「
町
村
合
併
促
進
法
」
の

適
用
前
に
・
・
・

市
町
村
規
模
の
適
正
化
が
問
題
に
な
り
、
全

国
的
に
町
村
合
併
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た

昭
和
初
年
叩
月
、
魚
津
区
域
で
は
国
道
8
号
線
の

改
修
路
線
が
発
表
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
町
村

長
が
集
ま
り
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
が

な
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
中
で
、
事
業
を
促
進

す
る
に
は
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
り
、
町
村
合
併
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

• 

水
害

市
制
が
発
足
し
て
間
も
な
く
昭
和
幻
年
7
月

1
日
、
被
災
者
7
1
5

0
人
、
被
害
総
額
ロ
億

9
6
0
0
万
円
と
い
う
大
き
な
被
害
を
出
し
た

洪
水
が
魚
津
市
を
襲
っ
た
。

6
月
泊
日
か
ら
降
っ
て
い
た
雨
は
、
羽
田
、

寒
冷
前
線
の
通
過
に
よ
っ
て
県
東
部
の
山
岳
地

帯
で
は
雨
量
が
時
に

2
0
0
1
3
0
0
ミ
リ
に

も
達
す
る
と
い
う
激
し
い
雨
に
な
り
、
更
に
降

り
続
い
た
。
市
内
を
流
れ
る
片
貝
川・
布
施
川・

角
川
の
各
河
川
の
水
位
は
、
す
で
に
警
戒
水
位

広報うおづ(3) 

と
意
見
が
一
致
し
た
。

昭
和
幻
年
1
月
に
町
村
合
併
対
策
委
員
会
を

結
成
し
、
合
併
の
実
現
に
努
め
た
。

「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
昭
和
お
年
9
月

1

日
に
公
布
、
日
月
刊
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
市
制
発
足
に
は
人
口

5
万
人
以
上
が

必
要
な
ど
の
要
件
が
あ
る
と
わ
か
り
、
魚
津
区

域
は
そ
の
要
件
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
な
ど
か

ら
、
法
律
の
公
布
前
の
合
併
を
目
指
し
た
。

魚

津

市

制

発

足

昭
和
幻
年
4
月
1
日
、
魚
津
町
、
下
中
島
村
、

上
中
島
村
、
松
倉
村
、
上
野
方
村
、
下
野
方
村
、

片
目
(
谷
村
、
加
積
村
、
道
下
村
、
経
田
村
、
天

神
村
、
西
布
施
村
の

1
町
日
村
が
合
併
し
て
魚

津
市
が
誕
生
し
た
。

市
長
公
選
ま
で
の
市
長
職
務
執
行
者
に
旧
魚

津
町
長
寺
田
太
吉
氏
が
あ
た
り
、
初
代
市
長
選

-ーー..... ‘ 

ーーー---A.

ザコ

の
災
害

を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
と
い
う
。

7
月
1
日
、
河
川
の
本

・
支
流
の
い
た
る
所

で
い
っ

せ
い
に
堤
防
が
欠
壊
し
、
道
路
、
橋
の

欠
壊
流
出
、
田
畑

・
山
林
の
埋
没

・
冠
水

・
浸

水
、
家
屋
の
全
壊

・
流
出

・
浸
水
す
る
な
ど
の

大
き
な
被
害
が
出
た。

挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
を
5
月
刊
日
に
行
う

と
と
し
た
。

初
代
市
長
に

金

光

邦

氏

初
代
市
長
の
選
挙
に
立
候
補
し
た
の
は
、
弁

護
士
の
金
光
邦
三
氏
(
旧
下
野
方
村
)
だ
け
で

あ
り
、

5
月
刊
日
、
無
競
争
当
選
で
初
代
市
長

に
な
っ
た
。

市
議
会
議
員
選
挙
も
同
日
行
わ
れ
、
初
人
の

市
議
会
議
員
が
誕
生
し
た
。

〈
昭
和
引
年
〉

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
市
長
に
寺
田

太
吉
氏
当
選

9
月

・
魚
津
大
火

(被
害
布
億
円
)

〈
昭
和
辺
年
〉

3
月

・
火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

4
月

・
市
章
決
ま
る

〈
昭
和
お
年
〉

5
月

・
富
山
労
災
病
院
が
完
成

-
村
木
小
学
校
新
築

8
月

・
魚
津
高
校
野
球
部
、
全
国
高
校
野
球
大

会
で
活
躍
(
屡
気
楼
旋
風
)

日
月

・
富
山
国
体
開
催
、
バ
レ

l
、
ラ
グ
ビ
ー

の
競
技
会
場
に
な
る
。

・
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
火
災
復
興
状

況
を
ご
視
察

〈
昭
和
初
年
〉

8
月

・
財
政
再
建
団
体
に
指
定

〈
昭
和
お
年
〉

1
月

・
富
津
霊
園
小
公
園
が
完
成

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
市
長
に
寺
田

太
吉
氏
再
選

7
月

・
国
民
健
康
保
険
を
全
市
に
実
施

〈
昭
和
お
年
〉

5
月

・
下
水
道
完
成
(
日
か
所
)

日
月

・
皇
太
子
ご
夫
妻
(
平
成
天
皇
皇
后
)
、
水

族
館
、
埋
没
林
館
を
ご
視
察

・
図
書
館
が
完
成
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色

津

大

火

広報うおづ

昭
和
泊
年

9
月
刊
日
午
後

7
時
代
目
分
ご
ろ
、

真
成
寺
町
内
の
民
家
か
ら
出
火
し
た
火
は

、

み
る
み
る
う
ち
に
燃
え
広
が
り
、市
街
地
を
中
心

に
約
印
加
を
も
焼
き
つ
く
す
大
火
災
と
な
っ
た
。

火
は
翌
朝
、
午
前

2
時
過
ぎ
に
鎮
火
し
た
が
、

被
災
世
帯

1
5
8
3
戸
、被
災
者

7
2
1
9
人
、

死
者

5
人
、
重
軽
傷
者

1
7
0
人
と
い
う
大
き

な
被
害
を
出
し
た
。
被
害
額
は
、
百
億

8
0
0

0
万
円
に
も
達
し
た
。

市
は
、
直
ち
に
被
害
者
に
対
し
て
見
舞
金
を

支
給
す
る
な
ど
の
応
急
措
置
を
取

っ
た
。
ま
た
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
や
救
援
物
資
を

被
災
者
に
配
分
し
た
。

政
府
は
、

「
魚
津
市
大
火
復
興
対
策
連
絡
協

議
会
」
を
設
置
し
復
興
対
策
を
検
討
し
た
。
県

に
お
い
て
は
、

「災
害
救
助
法
」
を
適
用
し
て

全
面
的
な
救
援
態
勢
を
と
っ
た
。

出
火
原
因
の
調
査
と
検
討
が
行
わ
れ
た
が
断

定
で
き
な
か
っ
た
。

一一一一……一一一一一一平成4年 2月

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
大
火
災
に
な

っ
た
要
因

と
し
て
、
①
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
危
険
な
状

態
で
あ
っ
た
う
え
、
出
火
当
日
は
フ
ェ
ー
ン
現

象
で
強
い
風
が
吹
い
て
い
た
。
②
寺
院
、
家
屋

が
密
集
し
て
お
り
延
焼
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
③
近
く
を
流
れ
る
鴨
川
の
水
が
水

田
へ
の
取
り
入
れ
で
少
量
し
か
流
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
道
路
幅
が
狭
く
消
防
車
の
通
行
に
支

障
を
き
た
し
円
滑
な
消
火
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
指
適
さ
れ
た
。

新
し
い
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

命
懸
火
災
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業

昭
和
白
年
の
大
火
を
体
験
し
た
魚
津
市
は
、

再
び
大
火
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
ょ

う
か
不
燃
都
市
づ
く
り
。
を
復
興
計
画
の
基
本

と
し
て
、
交
通

・
防
火

・
水
利

・
宅
地

・
環
境

な
ど
を
総
合
的
に
整
備
し
た
新
し
い
都
市
づ
く

り
を
進
め
た
。

昭
和
泊
年

9
月
初
日
、

「魚
津
都
市
計
画
火

災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
決
定
を
受
け

た
。火

災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
大
火
に

よ
る
焼
失
区
域
と
隣
接
す
る
地
区
を
合
わ
せ
た

臼

・
5

h
を
対
象
地
域
と
し
た
。

昭
和
詑
年

3
月
か
ら
着
工
し
、
道
路
・
河
川
・

公
園
の
整
備
改
善
、
宅
地
の
造
成
、
上
水
道
の

移
設
、
神
社
の
移
転
な
ど
総
事
業
費
2
億

9
0

0

0
万
円
を
か
け
て
昭
和
幻
年
に
完
成
し
た
。

火災復興状況をご視察になる

昭和天皇皇后

〈
昭
和
幻
年
〉

3
月

・
火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

4
月

・
国
道

8
号
線
、
富
山

i
黒
部
間
開
通

6
月

・
産
業
文
化
会
館
(
現
市
民
会
館
)
完
成

ロ
月

・
本
江
小
学
校
プ
ー
ル
完
成
(
市
内
初
)

〈
昭
和
初
年
〉

4
月

・
魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に

着
手

〈
昭
和
お
年
〉

3
月

・
財
政
再
建
団
体
の
適
用
解
消

・
県
農
業
試
験
場
魚
津
果
樹
分
場
が
完
成

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
、
市
長
に
高

野
宗
雄
氏
当
選

9
月

・
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成

〈
昭
和
初
年
〉

4
月

・
魚
津
市
農
業
協
同
組
合
誕
生

5
月

・
鉄
道
の
高
架
橋
の
建
設
着
工

9
月

・
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
野
球
場
完
成

〈
昭
和
制
年
〉

8
月

・
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
着
工

〈
昭
和
位
年
〉

日
月

・
市
役
所
新
庁
舎
完
成

日
月

・
地
方
自
治
法
施
行
初
周
年
記
念
に
自
治

大
臣
表
彰
を
受
彰

〈
昭
和
ね
年
〉

3
月

・
教
育
セ
ン
タ
ー
、
吉
田
-
記
念
館
が
完
成

4
月

・
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙



市
政
相
周
年
記
念
事
業
の

b
b
.ホ
ル
マ
ー
ワ
・
マ
ス
コ
ヴ
ト
・
キ
ヤ
勺
チ
ワ
レ
ー
ス

、
か
決
ま
り
ま
し
た

平成 4年 2月一一…一一一一一一…一一
魚
津
駅
前
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業

-- 司セー一一回一ーす
I -

人以
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

広報うおづ

酉

紀
子
さ
ん

(
富
山
市

-m歳

(5) 

魚津駅前広場

国
鉄
(
現

J
R
)
魚
津
駅
周
辺
を
市
の
表

玄
関
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
近
代
的
な
市

街
地
に
繋
備
し
よ
う
と
、
駅
前
地
域
と
駅
裏
地

区
を
合
わ
せ
た
面
積
約
凶
を
対
象
と
し
た
都
市

計
画
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
幻
年
に

そ
の
決
定
を
受
け
た
。

工
事
は
、
駅
前
地
域
侃
・

2

M
を
魚
津
駅
前
地

区
(
お

・
4
h
)
と
加
積
地
区
(
詑

・
8
M
)
の
2

つ
に
分
け
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
昭
和
お
年
4

月
か
ら
「
魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
」

が
着
工
さ
れ
た
。

(
加
積
地
区
は
必
年
、
駅
裏

地
区
は
日
年
に
着
工
)

駅
前
広
場

(
l
o
o
m
×
M
m
)
の
新
設
、

こ
の
広
場
を
基
点
し
て
延
び
る
幅

m
m
の
中
央

幹
線
道
路
と
こ
れ
と
交
差
す
る
道
路
網
の
整
備
、

公
園
の
新
設
な
ど
が
行
わ
れ
、
総
事
業
費
6
億

会
マ
ス
コ
ッ
ト

『魚
津

1
6
5
0
万
円
を
か
け
て
昭
和
伍
年
に
完
成
し

た
。
加
積
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業

魚
津
駅
前
地
区
に
続
く
都
市
計
画
事
業
の
第

二
次
工
事
と
な
っ
て
い
た
「
加
積
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
」
は
、
旧
国
道
(
現
県
道
)
か
ら
国

道

8
号
線
ま
で
の
間
ロ

・
8

M
を
対
象
と
し
て
、

昭
和
必
年
4
月
に
着
工
さ
れ
た
。

魚
津
駅
前
地
区
と
隣
接
す
る
地
区
で
あ
り
、

そ
の
事
業
は
、
幅
ぬ

m
の
中
央
幹
線
道
路
の
整

備
、
駅
前
と
の
接
続
、
道
路
網
の
整
備
、
公
園

の
新
設
な
ど
魚
津
駅
前
地
区
と
連
携
し
た
工
事

が
行
わ
れ
、
総
事
業
費
目
億

5
9
0
0
万
円
を

か
け
て
昭
和
日
年
に
完
成
し
た
。

舞ちゃん

女
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

『素
晴
ら
し
い
海
、
素
晴
ら
し
い
山
、

素
晴
ら
し
い
街
魚
津
』

有

漂

新

一

さ

ん

(
高
岡
市

・
礼
歳
)

ん

『
魚
津
愛
の
発
信
墓
地
』

竹

田

圭

子

さ

ん

(
黒
部
市

-
G
歳
)

光

雛
形

雅
美
さ
ん

(
魚
津
市

・
幻
歳

い
ま
B
l
Gな
ド
ラ
マ

ド
ラ
マ
が
は
じ
ま
る
』

刊
周
年
懇
話
会

市
長
に
高
野
宗
雄
氏
再
選

叩
月

・
鉄
道
高
架
橋
が
完
成

〈
昭
和
何
年
〉

〈
昭
和
科
年
〉

5
月

・
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
埋
没
林
館
を

ご
視
察

8
月

・
集
中
豪
雨
に
よ
り
河
川
氾
濫
(
被
害
凶

億
円
)

〈
昭
和
初
年
〉

1
月

・
川
原
田
政
太
郎
氏
、
名
誉
市
民
に

3
月

・
魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
が

完
成

4
月

・
古
島
小
学
校
創
立
(
加
積

・
天
神
小
学

校
が
統
合
)

・
加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

4
月

・
新
川
育
成
牧
場
開
放

日
月

・
総
合
計
画
基
本
構
想
が
市
議
会
で
議
決

一一一

IJ一原
稿
募
集
…1
1

市
政
刊
周
年
の
思
い
出

市
制
発
足
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
出
来
事

の
思
い
出
を
つ
づ
っ
た
文
集
を
刊
行
し
ま
す
。

マ
応
募
方
法
所
定
の
原
稿
用
紙
、
ま
た
は
、

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
(
叩
枚
以
内
)
に
作
品

題
名
、
氏
名
を
書
き
応
募
く
だ
さ
い
。

O
応
募
先

・
問
い
合
わ
せ
先

干
仰
魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

宮

n
|
2
2
0
0
内
線
4

4
1



(6) 広報うあ、づ

2
月
行
日
〈
月
〉

;
3
月
日
日
〈
月
〉

州側側州側関側側側欄欄州側側州側側州側側欄側関側側側側側州側側欄欄州側側関欄州側州側州、 ;、ド成 4年 2月

平
成
3
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
4
年
度
市
県
民
税
の

申
告
は
、

2
月
げ
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
、
申
告
期
限
は

3
月

市
固
ま
で
で
す
。

こ
の
申
告
は
、
公
平
な
課
税
資
料
や
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
と
な

る
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
期
限
内
に
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

い
て

-
申
告
は
正
し
く
、
お
早
目
に

市
県
民
税
の
申
告
書
は
、

2
月
中
旬
に
配

布
し
ま
す
。
同
封
の
「
申
告
書
の
書
き
方
」

を
よ
く
読
ん
で
、
必
要
事
項
を
正
し
く
記
入

の
上
、

3
月
日
日
ま
で
に
市
税
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

-
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方

l

営
業

・
事
業
所
得
の
あ
る
方

給
与
所
得
の
他
に
農
業

・
不
動
産
等
の

所
得
の
あ
る
方

雑
損

・
医
療
費
等
の
諸
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
方

2 3 

給
与
支
払
報
告
書
又
は
公
的
年
金
等
支

払
報
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
方

-
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

l

税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
方
又
は
提
出
さ
れ
た
方

会
社

・
事
業
所
等
勤
務
先
で
源
泉
徴
収

を
さ
れ
て
い
る
方

生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方

4 2 3 

相談会場

市役所税務課内

つ
い
て

第2・第4土曜日は

休みです。

①
所
得
の
合
計
額
が
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
方

②
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方

2

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

①
年
収
が

l
、
5
0
0
万
円
を
超
え
る
方

②
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
③
給
与
以
外
の
所
得
が

2
0
万
円
を
超
え

る
方

av次
の
よ
う
な
方
は
、
還
付
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

ー

サ

ラ

リ

ー

マ

ン
で
、
医
療
費
控
除

・
住

宅
取
得
特
別
控
除
等
を
受
け
る
方

2

年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
、
年
末
調

整
を
受
け
て
い
な
い
方

3

所
得
の
少
な
い
方
で
、
配
当
等
の
所
得

の
あ
る
方

-
次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
者
の
場
合

l 

農協各支所等でも

申告を受付ます
次の日程で各農協支所等でも地区別の臨時申告

相談所を聞きますので、ご利用ください。

午前9時30分~午後4時

相談日 該当地区 と 、干ーー ろ

2月18日(刈 片貝地区 片貝公民館

2月19日(水) 松倉地区 農協松倉支所

2月20日(木) 天神地区 農協天神支所

2月21日幽 上野方地区 上野方公民館

2月24日(月) 経団地区 経団信用農協

2月27日休) 西布施地区 農協西布施支所

3月2日(月) 下中島地区 農協中島支所

3月3日(火) 上中島地区 農協中島支所

0相談時間
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。間@決鈴

凶
救急隊発足(昭和初年)以降

平
成
3
年
中
に
お
け
る
火
災
は
、

前
年
に
比
ベ
ロ
件
減
少
(
臼
・

2
パ
ー

セ
ン
ト
)
も
減
少
し
、
市
制
発
足
(
昭

和
幻
年
)
以
来
最
も
少
な
い
件
数
を

記
録
し
ま
し
た
。

焼
失
面
積
は
増
加
の
反
面
、
損
害

額
は
大
幅
に
減
少
。
出
火
原
因
は
タ

バ
コ
が

1
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

救
急
は
、
前
年
に
比
べ
幻
件
減
少

ご
日
平
均
幻
件
、
日

・
3
時
間
に

1

回
の
割
で
出
動
)
し
、
救
急
隊
発
足

(
昭
和

ω年
)
以
来
3
番
目
に
多
い

出
動
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

出
動
事
故
種
別
で
は
、
あ
い
か
わ

ら
ず
急
病
、
交
通
事
故
、
一
般
負
傷

が
全
体
の
飽

・
2
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
市
民
的
人
に

1
人
が
医
療
機
関

に
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市制発足(昭和27年)以降

救急の概要

よよ!
平成 3 年 平成 2 年

出動救急搬送 出動救急搬送

件数件数人員 件数件数人員

火 リ((丈〈 3 3 3 

自然災害

水難事故 1 1 l 

交通事故 205 195 242 205 195 242 

労働災害 21 21 21 23 20 20 

運動競技 8 8 8 9 8 8 

一般負傷 102 96 96 103 99 101 

加 三Eコ三 11 11 11 9 9 9 

自損行為 11 9 9 7 3 3 

急 病 373 359 359 389 371 371 

そ
転 院 46 46 46 38 38 38 

グ〕 医師搬送 l l 
他
その他 14 4 5 11 l l 

不 搬 送 41 50 

メロ入 計 771 730 778 798 748 796 

王子〈空 平成3年 平成2年 比較増減
建 物 4 19 ム 15 

林 野'

車 両 2 2 

自白 舶

その他 1 

火 災件数 7 19 ム 12 

全 焼 3 2 l 

半 焼 l 216 1 

部分焼 l 15 ム 14 

焼 損棟数 5 19 ム 14 

焼損 建物(m') 815 766 49 

面積 林野(a ) 

全 損 2 2 。
半 損 l 

損 l 716 6 

り 災世帯 4 9 ム 5 

り 少((にξ 人 員 17 32 ム 15 

建
建物 29，972 11 ，854 18，118 

収容物 11，694 128，445 6116，751 
物
小計 41，666 140，299 ム 98，633

中木 野'

車 両 882 882 

荷台 舶

その他 200 200 

損害額 (千円) 42，748 140，299 ム 97，551

死 者

i纂 者 3 5 ム 2 

火災の概要

海難救助および事故等出動状況

出

滑川市沖より朝日町宮崎沖一帯

滑川市沖より朝日町宮崎沖一帯

所場動
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排
水
設
備
は
完
盆
な
も
の
巴
・••• 

市
下
水
道
課

一一一一……一一一一一側一平成4年 2月

倉
田
1
2
2
0
0
内
線

3
8
1

完
成
し
た
下
水
道
施
設
が
汚
水
処
理
機
能
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
に
、
排
水
設
備
は
完
全
な
も
の
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

設
計

せ
ん
。
ま
た
、
工
事
が
完
了
し
た
と

き
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
排
水
設
備
が
適
正
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
か
、
定
め
ら
れ
た

工
法
で
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
検

査
す
る
も
の
で
す
。

書行
のう排
確と水
認き設
をは備
受 、の

け市新
な下設
け水
れ道改
ば課良 .""a ]... 
なで工 1省」
り設事 話よ
ま計を主主

排水設備工事の申し込みから完了まで

使用者 指定工事庖 市役所

工事見積り依頼一ト→見 積 り

工事申し込み一ト排確水認設備申計画請一 →審 査

工 事←一許 可

排水設備工事届 ト→検 査
完了 完了

検査済証票

(シール貼り)
(経由) メ口入 格

下水道使用開始届 5tι 理

(使用開始確認)

使用開始

排
水

ふ
み

T

庖
で

排
水
設
備
工
事
は
、
法
令
に
定
め

ら
れ
た
構
造
の
基
準
に
適
合
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
技
術
上
の
基
準
に
適
合

し
た
排
水
設
備
が
確
実
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
工
事
庖
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
工
事
庖
で
は
、
工
事
の
見
積

り
・設
計
・施
工
、
市
へ
の
各
種
申
請

手
続
き
な
ど
を
代
行
し
て
く
れ
ま
す
。

0
指
定
工
事
庖

4
社
追
加
指
定

合
計
泊
社
に
な
り
ま
し
た

今
回
新
し
く
次
の

4
社
を
指
定
工

事
庖
と
し
て
追
加
指
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
指
定
工
事
屈
は
、
合
計

弘
社
に
な
り
ま
し
た
。
広
報

6
月
号

(
お
社
)
・
8
月
号
(
2
社
)
に
掲
載
。

石

倉

配

管

告
白
|
3
6
1
7

魚
津
市
宮
津

4
3
5

馬

場

設

備

g
n
|
5
9
2
2

魚
津
市
岡
経
団

1
6
0

浜
田
配
管
工
業

色
白
1
7
0
3
8

魚
津
市
蛇
田

4
8
9
1
1

(
五
山
本
総
合
設
備
宮
μ
|
7
0
6
3

魚
津
市
北
鬼
江

3
3
0
1
5

夫、弘、羽ふ孟=2..

③ ②①つ 工 っか今し私ま環コ助 ・ ~.
荷効 負 のエ くけ後てたエす境マ言エ 骨四 苦
が使果使荷使視コ コ らなでいちコ 。保|のコ ヌu .~ 
少用が用が用点マ ー れいきるのマ 全クち-"< ....二 を
なし大す少すか I • イ まくるとく| 型事主J， ~ ~ 
いたきるなるらク E百 I しらだりらク の務伝 ι 三二 左
。後し;こいこ選商 ロ|ム たしけ 2し制 商 F暴填 'T ~ 

見 ロロク 。を環℃が度 品 坦皆 、金
環 で できは の ' す境与環は にが ;2j干 l、3
境 環 環れ 、?と三 るに主境、 つ認読点 、苦
へ境境ま次 1巽 た負旦を現い定 J2L4 ーー を
の改へすの 苫 め担子汚在てし宅票 ヨ~ j 
負善の 4 λヒ にをレ、染のいたエ 'ぺ ‘~~ ， 
μU料」りれ最④ I移22ミι 工吾、 ;
すルうけ社るコいく少む帖近そ 'V)， 司、I _可~ i 

日試行了手ぱ勺、日 11伺皇、¥弓 '?f
の/.:.ま供少ちク 。イノ、 q 、環 ，~~ I 、~ i 
を去 、しし の事 クぎけレ喜コ I ~ 昼 、 耳

使2なてず意業 ルまん 1 望
EQるいつ識は 製ん、ふstサべま見と
よイくす直 、環 が|ポノぞ|
『タ 1) 。す使境 おにン Il
もルサ物きいに か結ジ l、 r、

資
源
再
利
用
推
進
報
償
金
制
度

登
録
団
体
募
集
中

J値
ー

問
い
合
わ
せ
先
市
生
喝
境
汗

義

一

………沿い…………山間

合
包

1
2
2
0
0内
線

1
4
K

一一…………
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魚
津
し
ん
svち
う

市制

40周年記念

ロ
3
ド
レ
ー
ス
大
会

今
回
で
第
ロ
固
と
な
る
H

し
ん
き

ろ
う
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
。
今
年
は

魚
津
市
政
が
発
足
し
て

ω周
年
を
迎

え
る
年
で
も
あ
り
、
そ
の
記
念
大
会

と
し
て
本
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
民
、
市
外
、
県
外
か
ら
の
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

a
v
-
-

マ
と
き

4
月
初
日
(
旦
雨
天
決
行

開

会

式

午

前

9
時

マ
集
合
場
所
魚
津
水
族
館
前

広報うあ、づ(9) 

マ
種
目
o
m
M
の
部
水
族
館
:
蟹
気
楼

ロ
ー
ド
(
青
島
地
内
)

o
m
M
の
部
水
族
館
:
市
役
所

0
5
M
の
部
市
役
所
↓
水
族
館

0
3
M
の
部
中
央
通
り
(富
山
銀

行
前
)↓
水
族
館

マ
ス
タ
ー
ト
時
間

0
3
M
・
5
M
の
部
午
前
叩
時

0

却
し
聞
の
部
午
前
日
時
ぬ
分

o
m
M
の
部
午
前
叩
時

ω分

マ
種
別
0
却
し
聞
の
部

ご

般
男
子
・女
子
)

o
m
M
の
部

(
鈎
歳
以
下
)(
初
歳

代

)(ω
歳
代
)(
印
歳
代

)(
ω歳

代
)
(
高
校
生
男
子
)
(女
子
)

0
5
M
の
部
(
中
学
男
子
・女
子
)

0
3
M
の
部
(
小
学
4
年
1
6
年

男
子
・
女
子
)

マ
参
加
料

一

般

二

、
五

O
O円

高
校
生
二
、

0
0
0
円

中
学
生
一
、
五

O
O円

小
学
生
一
、

0
0
0
円

マ
表
彰
各
種
別
と
も
6
位
ま
で
表

彰
(
特
別
賞
あ
り
)

マ
申
込
期
限

3
月
白
日
(
火
)
ま
で

参加

申し込み
受付中

マ
申
込
先

・
間
合
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課
内

包
勾

|
2
2
0
0
内
線
4
5
1

※
実
施
要
項
、
参
加
申
込
書
は
体
育
課
と
総
合
体
育

館
に
あ
り
ま
す
。

航
海
安
全
・
大
漁
祈
願
祭
で

ロ
名
を
表
彰

1
月
日
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市
航
海
安
全

・
大
漁
祈
願
祭
で

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

春
日
貢
猟
田
雄
輔

マ
魚
津
市
出
漁
団
長
表
彰

高
瀬
昭
則
(
同
一
船
主
犯
年
勤
続
)
平
崎
進
(
同
一
船
主
日

年
勤
続
)
浜
田
義
雄

・
猟
田
雄
輔
(
同
一
船
主
叩
年
勤
続
)

海
原
勉
(
無
線
士
功
労
)
浜
住
新
作

・
浜
岸
良
策
(
甲
板
員

功
労
)

ゐ

マ
魚
津
市
長
感
謝
状

-

生
津
江
強

北
島
英
樹

横
田
輿
六

清
水
正
行

消
防
出
初
式
で
訂
名
を
表
彰

1
月
6
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市
消
防
機
関
出
初
式
で
、
優
良

消
防
団
員
と
し
て
富
山
県
消
防
協
会
魚
津
支
部
長
か
ら
次
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
魚
津
支
部
長
表
彰

竹
中
秀
二
第
一
分
団
)
森
本
邦
彦
・沢
田
和
久
(
第
三
分
団
)

浦
田
隆

・
松
本
忠
保
(
第
4
分
団
)
二
川
晃

・
谷
原
幸
和

・

三
浦
幹
夫
(
第
5
分
団
)
河
崎
節
夫

・
河
崎
基
伸

・
黒
崎
正

明
・
寺
崎
繁

・
高
縁
謙
二
(
第
6
分
団
)
山
田
義
光
(
第
7
分

団
)
林
義
和

・
長
岡
昭
男

・
稗
畠
喜
松
一

・
吉
野
正
信

・
木

下
成
文
(
第
8
分
団
)
越
尚
二

・
山
田
勉

・
伊
藤
隆
志
(
第

9
分
団
)
広
瀬
正
夫

・富
居
辰
男

・
長
谷
河
修
(
第
日
分
団
)

本
元
信
良
(
第
日
分
団
)
松
田
彰
・川
岸
隆
司
(
第
ロ
分
団
)
関

口
秀
一
(
第
日
分
団
)
谷
崎
正
品
・佐
々
木
昌
宏
(
第
比
分
団
)
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魚津市の新しい顔・・.JR魚津駅前広場

昨年の12月24日、 JR魚津駅前を魚津市の玄

関口としてふさわしい場所にしようと、平成元

年から工事が進められていた“まちづくりモデル

事業"が完成し、 記念石碑の除幕などが行われま

した。

ブロンズ像「巣立ち」のライトア ップ。重さ

10トンもある大きな自然石に「霊気楼の見える

街」と彫られた記念碑の新設。駅周辺の歩道の

カラータイノレ化。電線の地下埋設。街路樹の植

え込みなど、景観を配慮した空間づくりがされ

ました。

21世紀へ向け、魅力あるまちづくりが進む魚

津市の新しい顔となることが期待されています。 初もうでを兼ねて・・-元旦記念ジョギング大会

1月1日、市総合体育館を発着点(魚津神社折り返し、

6 kmコース)とする「元旦記念ジョギンク。大会」が、 6

歳の男の子から66歳の男性など50人余り の参加を得て行

われました。

当日は、時折り小雨の|峰るあいにくの空模様でしたが、

H差冬のため雪ひとつないランナーにとっては走りやすい

コンディションとなりました。

午前1011寺のスタート時には雨も上がり 、スターターの

号砲を合図に、それぞれ新しい年への思いを胸に力強く

走り出しました。

初もうでを兼ねて参加したチャ ッカリ者もいて、折り

返しの神社ではしっかりお参りしてから戻ったとかー・。

魚
津
の
碑
め
ぐ
り
:
:
:
⑪

松
倉
城
主
、
之
碑

松
倉
城
本
丸
下

所
在
地

松
倉
城
は
、
数
か
所
の
支
城
に
.

川
固
ま
れ
た
城
塁
群
の
本
城
で
、

山

園

)
城
の
規
模
と
し
て
は
越
中
最
大
の
園

も
の
で
あ
る
。

圃

松
倉
城
が
初
め
て
歴
史
の
表
舞
園

山
台
に
登
場
し
て
く
る
の
は
、
南
北
園

川
朝
時
代
の
こ
と
。

「
太
平
記
」
に

園

川
は
、
南
朝
方
の
越
後
勢
を
防
ぐ
た
劇

h

め
に
、
越
中
守
護
普
門
俊
清
が
国
園

川
境
の
境
(
朝
日
町
)
に
布
陣
し
た
園

川
が
、
大
半
が
討
た
れ
居
城
松
倉
へ
園

川
逃
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

-

室
町
時
代
に
入
る
と
畠
山
氏
が

園

川
越
中
の
守
護
と
な
っ
た
が
、
応
仁
の
現
在
の
松
倉
城
跡
に
は
、
竪
城
を

へ
乱
が
始
ま
り
勢
力
が
衰
え
る
と
、
椎
感
じ
さ
せ
る
建
築
物
は
少
な
い
が
、

J

名
氏
が
戦
国
大
名
と
し
て
台
頭
し
て
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
、
足
下
に
は
新

い
き
た
。

川
平
野
を
望
め
、
西
方
に
は
る
か
呉

永
禄
日
年
(
一
五
六
八
年
)
椎
名
羽
山
背
後
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
尾
根

川
氏
が
武
田
氏
と
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
が
続
き
、
三
方
は
き
り
た
っ
た
崖
で
、

川
か
ら
、
上
杉
(
長
尾
)
謙
信
の
徹
底
自
然
の
要
害
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

〈
的
な
攻
撃
を
受
け
、
天
正
元
年
ご
碑
は
乱
世
に
生
き
た
歴
代
の
城
、
玉

川
五
七
三
年
)
つ
い
に
松
倉
城
が
落
城
を
偲
び
、
昭
和
白
年
8
月
地
元
有
志

川
し
た
。

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

…
.
濁
ゆ
.1汎
:
-
L
ゆ
.3w-J3.

ふ
せ
ん
だ
ん
ぶ
し

布

施

谷

節

布
施
谷
節
は
、
西
布
施
地
区
と
東

布
施
地
区
(
黒
部
市
)
で
古
く
か
ら
歌

保

存

会

(

歌

の

部

)

わ
れ
て
き
た
民
謡
で
す
。
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…¥  
おめでとう…新成人

1月15日、 1，005人の新成人を

市民会館に迎えて平成4年魚津

市成人式が行われました。

晴天に恵まれた会場周辺では

旧交を温めるスーツや晴れ着姿

の新成人たちがあちこちでみら

れました。

午前10時から始まった式典で、は、

優良青年として石橋冨士子さん

(吉島)、森内浩ーさん(釈迦堂)

の2名と 、優良団体として魚津

市勤労青少年ホーム友の会が表

彰されました。
¥竜9

~Y''' !It:戸

討
方
ノ

広報うおづ。1)

化
を
後
世
に
伝
え
よ
う
」
と
西
布
施

地
区
と
東
布
施
地
区
が
協
力
し
て
保

存
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
二
人
だ
け
に
な
っ
て
い
た

歌
い
手
か
ら
、
節
回
し
、
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
教
わ
り
、
現
在
、
歌
、
尺
八
を

合
わ
せ
初
名
以
上
の
会
員
が
布
施
谷

節
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
踊
り
も

小
学
生
に
教
え
地
区
運
動
会
で
披
露

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

歌
の
部
の
練
習
は
月

2
因
。
第
一
と

第
三
水
曜
日
に
午
後

7
時
初
分
か
ら

保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
西
布
施
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
和
M
年
ご
ろ
。
布
施
谷
節
は
、
糸
引
「
西
布
施
の
住
人
に
限
っ
て
会
員
を

川
き
の
作
業
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
集
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
き
た
が
、
糸
引
き
作
業
を
す
る
家
も

民
謡
の
好
き
な
人
で
し
た
ら
、
ど
な

川
な
く
、
歌
い
手
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
た
で
も
大
歓
迎
で
す
U

と
の
こ
と
。

川
な
っ
て
い
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
、
西
布

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
布
施
谷
節
は
絶
施
公
民
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

川
え
て
し
ま
う
、
何
と
し
て
も
村
の
文
さ
い
。

一
体
邪
気
築
総
と
お
ワ
ス
一一今
ち
ゃ
鳥

川
本

田

拓

麻

く

ん

(
忠
義

・
さ
ゆ
り

さ
ん
夫
妻
の
長
男
)
仏
国

川
平
成

2
年

5
月
幻
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の

一
言
》

た
く
ま
し
く
、
や
き
し
い
男
の
子

に
な

っ
て
ネ
。

坂
本
真
理
恵
ち
ゃ
ん

(
真
紹

・
典

子
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
双
葉
町

平
成
2
年

5
月
約
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ネ
。
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こ
ん
な
と
き

必
要
で
す
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

ー
国
民
年
金
の
手
続
き
|

ま
す
の
で
届
出
が
必
要
で
す
。

ご
主
人
が
就
職
ま
た
は
退
職
し
た

と
き
に
も
、
奥
さ
ん
の
加
入
者
の
種

類
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

左
記
の
表
の
と
お
り
、
届
出
手
続

き
を
例
示
し
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ

い
て
は
市
民
課
国
民
年
金
係
(
2
n

|
2
2
0
0
内
線
川
)
へ
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
結
婚
し
た
と
き

結
婚
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
(
被
扶
養
者
)
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者

と
な
る
た
め
の
届
出
が
必
要
で
す
。

-
就
職
・
退
職
し
た
と
き

奥
さ
ん
が
就
職
ま
た
は
退
職
し
た

と
き
、
国
民
年
金
の
種
類
が
変
わ
り

(こんなとき、こんな届出を)

こんなとき 届 出名

• 20歳になったとき
資格取得届

-退職したとき

-自営業をやめ就職した 種別変更届

とき 第l号→第 2号

-死亡したとき 資格喪失届

-会社員と結婚し、その

被扶養者となったとき 種別変更届

(第 3号被保)
-配偶者が就職し、その 険者該当届
被扶養者となったとき

(現在、第3号被保険者の方は)

-配偶者が退職したとき 種別変更届

-離婚したとき 第3号→第 1号

-本人が就職したとき " 第3号→第 2号

-配偶者が転職したとき
種別確認届

第3号→第 3号

一
市
職
員

一

採

用

試

験

魚
津
市
業
務
員
の
採
用
試
験
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
採
用
予
定
人
員

業
務
員
・
・
・
・
・
・
若
干
名

・
受
験
資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

ω

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

魚
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
身
体
の

壮
健
な
者
。

・

試

験

日

・
試
験
場
所

.
申
込
期
間

2
月
お
日
(
日
)

魚
津
市
役
所

2
月
1
日
(
土
)

1
2月
刊
日
(
金
)

(郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
)

.
申
込
先
及
び
問
い
合
せ
先

魚
津
市
釈
迦
堂

一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
役
所
総
務
課
職
員
係

(
E
n
1
2
2
0
0
内
線

m
)

社
会
か
ら
覚
せ
い
剤

・
麻
薬
な
ど

を

一
掃
す
る
た
め
に
、
密
輸
入
の
水

際
に
お
け
る
取
締
り
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
密
輸
の
情
報
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
伏
木
税
関
支
署
富
山
出
張

所
(
8
0
7
6
4
|
幻

|
9
8
9
5
)

覚
せ
い
剤
な
ど
密
輸

取
締
強
化
実
施
中

行
政
相
談
委
員
に

1
人
増
え
て

2
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

窪
田
義
久
さ
ん
が
、

平
成
4
年

1
月
1
日
付
け
で
総
務
庁
長
官
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
先
に
委
嘱
さ
れ

て
い
る
住
吉
智
恵
子
さ
ん
と
共
に
、

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見

・
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決

の
促
進
を
図
る
、
い
わ
ば
皆
さ
ん

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の

縦
覧

ー
、
縦
覧
期
間

2
月
お
日
1
3
月
8
日

2
、
縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

窪
田
義
久
さ
ん

と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
に
当
た

り
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日

毎
月
第
1
第
3
木
曜
日
の
午
後

l
時
か
ら
4
時
ま
で
、
市
役
所
市

民
相
談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

(
2
月
の
相
談
場
所
は
、
市
役

所
3
階
第
4
会
議
室
で
す
。)

行
政
相
談
委
員

・
窪
田

義

久

持

光

寺
叩

(
8
2
1
5
3
1
8
)
 

・
住
吉
智
恵
子
末
広
町
叩
|
口

(
8
2
1
3
9
0
6
)
 

間
合
先

富
山
合
同
庁
舎
5
階

富
山
行
政
監
察
事
務
所

富
山
市
中
島
新
町
日
|
7

(8
0
7
6
4
1
汎
|
1
1
0
0
)

講
師
・
指
導
者
の

情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

(講

師

・
指
導
者
編
)
作
成
し
ま
す
。

自
薦

・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
間
合
先
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

(内
線
州
)



jご寄付ありガとう ~\~ 0 は 慰

ございました く敬称略ジ 0 、請金
.た九内市求の
":":線社手受

b善意銀行へ 121会続給
林 美子本江新町 13 . 200円 I~ 福き権

愛の募金箱大町小外46カ所 365，843円| に祉がを
|お課お取

松本一男住舌 50，000円|問(済得

市生涯学習整美体操教室 4，000円| い 宮 みし

綿屋博文北鬼江 30，000円|合 22でた
|わ ! な方

中島久治真成寺町 30，000円|せ 2 い

柴山久佐男 本町一丁目 30，000円| の 2 方

上中島小学校児童会 17，718円

(有)魚津飯金吉島 5，000円

伊東きくゑ横枕 30，000円

紺屋町ときわ会 6，014円

有沢武雄本町二丁目 10，000円

田村 憲一青島 30，000円

吉島保育園母の会 10，000円

野村幸男立石 5，000円

松崎磯治下棒 5，046円

紺屋町婦人会 4，582円

三井とき吉島 5，050円

河崎浅之助 金山谷 150，000円

新川水橋信用金庫信金会

会長千田則行

吉田 保新金屋一丁目

古島小学校児童会

五十嵐嘉治本江

竹 ちよ新角川二丁目

~)\III奇蟻義平沢

本江小学校児童会

宮河 桐

北親会

居酒屋いっぺい

魚津第二保育園職員一同

魚津警察署

経団悦朗浜経団

浜住真一諏訪町

棚橋紀元大海寺新

山下三恵子 出

沖 正勝印田

清河藤作北山

青山 清真成寺町

紙谷 均大海寺野

富川 修新宿

中村忠良村木町

道下小学校児童会

高僑直喜三ヶ

谷口よしい 上村木一丁目

(社)ガールスカウト

富山県第 I団 5，000円

保要孝三新角川二丁目 50，000円

加積富士グループりんご3箱(10kg入)

友田道治新角川二丁目 10，000円

魚津西ロータリークラブ 50，000円

[>市広報謝礼として

谷野幸市 栃木県那須郡西那須野町

10，000円

、ド成 4年 2H …一一一一一一一一一一一欄~'%.，，~

第

5
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

6
月
幻
日
で
す

次
の
遺
族
(
戦
没
者
死
亡
当
時
に

三
親
等
内
の
親
族
で
あ
っ
た
方
)
で
、

戦
没
者
な
ど
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
特
別
弔

慰
金
(
額
面
目
万
円
の
国
債
)
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

①
昭
和

ω年
4
月
1
日
か
ら
平
成
元

年
3
月
汎
日
ま
で
の
聞
に
、
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者

が
遺
族
内
に
い
な
く
な
っ
た
方
。

②
昭
和

ω年
4
月
2
日
か
ら
平
成
元

年
4
月

1
日
ま
で
の
問
に
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

広報うあ、づ(13) 

う
え
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

去」い
。

3
月
9
日
か
ら

実
施
し
ま
す

土
地
・
建
物
の
登
記
事
務
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
次
の
こ
と
に

つ
い
て
処
理
の
変
更
を
い
た
し
ま
す
0

.
登
記
簿
謄
抄
本
の
様
式
を
変
更
し
、

登
記
事
項
証
明
書
を
発
行
。

・
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
制
度
を
廃

止
し
、
登
記
事
項
要
約
書
を
発
行
。

公
図
の
閲
覧
及
び
商
業
法
人
登
記

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

処
理
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
、
当
魚
津
支
局

(
8
n
ー

0
4
6
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

支」い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
補
助
金
申
請

受
付
中

※

間

合

先

市

生
活
環
境
課

(
g
n
|
2
2
0
0
内
線
川

耳
の
不
自
由
な
方
の

巡
回
相
談
会

2
月
日
日

(木
)

午
後

1
時
初
分

1

3
時

・
と
こ
ろ
市
健
康
セ
ン
タ
ー

・
相
談
内
容

と

き

医
師
の
診
断

・
相
談

聴
力
測
定

補
聴
器
の
適
合
相
談
・

判
定

※
間
合
先
市
社
会
福
祉
課
福
祉
係

(
g
n
|
2
2
0
0
内
線
問

)

2 3 

…
埋
没
林
博
物
館
の

…
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
募
集
…

O
募
集

人

員

若

干

名

O
申
込
期
限

2
月
日
日
(
土
)

O
応
募
資
格

O
間
合

・
応
募
先

お
お
む
ね
お
歳

以

下

の

女

性

市

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

O
業
務

内

容

(

宮
n
l
2
2
0
0
内
線
陥

)

受
付

・
案
内

・
整
理
な
ど

ご利用く Z存三~t;!!!最I!!!μLυ言丈三eご;と、\、、

=電 ぐ~f~;~盗情報二

.市政情報テレホンサービス

ft22-3600 

.キャプテン ・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン ・サービス (魚津公共

職業案定所)男子 (月~木)

女子 (金~土)ft24-8841 

・税務テレホン ・サービス (税務相談

室富山分室) 宮0764-31-9222

・健康テレホン ・サービス (県保険医

協会) ft0764-42-0003 

2月のテーマ
日本の医療費は高いか

いずれは治る子どもの夜尿

妊娠中の性生活

6歳未満の歯の治療

痔の薬

寒いときの運動不足

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土・日)

30，000円

50，000円

10，109円

300，000円

50，000円

100，000円

25，795円

12，000円

40，210円

35，852円

3，500円

3，583円

50，000円

30，000円

100，000円

30，000円

50，000円

50，000円

50，000円

30，000円

150，000円

50，000円

10，042円

1，597円

50，000円
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一一
一
館

ら

直
書
i
M

山貝一日
2月の日曜開館 C 
9日・ 23日 C 

翌日月曜日は休館ですζ

広報うあ、づ一一一一一一一一一一一側側…平成4年 2月
一
冊
の
興
奮

一
冊
の
感
動
・
:
⑪

新
し
い
本
か
ら

〈

一

般

〉

自

由

ア

ウ

ン

サ

ン

・
ス
l
チ

l

北

の

さ

か

な

物

語

門

脇

啓

二

父
と
息
子
の
往
復
書
簡

山

本

七

平

ド
ラ
イ
バ
ー
の
知
恵
袋

l
・
2

会
社
に
入
っ
た
ら
読
む
本

船
井
総
合
研
究
所

落

花

の

人

多

岐

川

恭

日
本
史
問
の
謎
を
解
く
能
坂
利
雄

事
典
信
長
を
め
ぐ
る
印
人祖
国

浩

一

ど
こ
へ
行
く
の
ヨ
、
日
本
入
塩

田

丸

男

神
秘
の
イ
ン
ド
大
紀
行N
H
K
取
材
班

〈
文
学
・
小
説
〉

冬

の

梅

芝

木

好

子

今
日
も
ト

ッ
ト
と
陽
は
の
ほ
る

ね
じ
め
正
一

干
刈
あ
が
た

阿
川
佐
和
子

森

真

沙

子

ラ
ス
ト
シ

l
ン

メ
ダ
カ
の
花
嫁
学
校

家
康
暗
殺

あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ松
居
ス

l
ザ
ン

妻

へ

の

詫

び

状

小

説

現

代

武

神

の

階

津

本

陽

〈
富
山
の
本
〉

歌

集

ガ

ラ

ス

の

畑

町

小

滝

伸

子

富
山
の
自
然
と
文
化

富
山
大
学

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

図
書
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
小
滝
伸
子
様

(火
の
宮
町
)

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
富
山

マ
図
書
購
入
費
と
し
て

東
様

5
万
円

慰
九
ω

1
 
1
 ・
E
4

，.

円
H
Ht

d
H
H
J
 

品川
t2

月
ロ
日
(水
)

午
後

l
時
初
分

1

「
い
き
い
き
」
「
ぷ
り

か
え
し
」
「
雑
詠
」

助

言

者

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
杜
編
集
長
)

セ
と

き

セ
兼

題

3
月
7
日
(
土
)

午
後

l
時
鈎
分

1

「
歴
史
と
人
聞
の
運
命
」

高

井

進

先

生

(
富
山
県
立
図
書
館
長
)

0

0

0

 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

な
と

き

セセ
講テ

師マ

大
好
き

吉
島
小
学
校

5
年

大
沢
和
歌
子
さ
ん

「
こ
ん
に
ち
は
ノ
」

と
言
う
元
気
な
声
に
振
り
向
く
と
、

い
つ
も
、
こ
の
笑
顔
が
あ
り
ま
す
。

図
書
館
は
親
し
み
ゃ
す
く
て
、
気

楽
に
来
れ
る
か
ら
い
い

:
:
:
と
言
う

彼
女
自
身
、
親
し
み
ゃ
す
く
て
、
す

ぐ
友
達
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ

覧
や
本
を
読
ん
で
す
ご
し
ま
す
。

み
ん
な
い
っし
ょ
に

/

2
月
の
お
し
ら
せ

4
日
(
火
)

映
画
片
耳
の
大
シ
カ

映
画
ス
イ
ミ

l

工
作
お
き
あ
が
り
ど
う
ぶ
つ

午
後

4
時

i

4
時
叩
分

幼
児

i
小
学
生

日
日
(
火

お
日
(
火

と

象き

対

」
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

m
u
M
1
2
4
0
2
 

|

|

|

二
月
の
行
事

|

|

|

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
づ
く
り

9
日
(
日
)
午
後

2
時
j

4
時

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

日
日
(
土
)
午
後

2
時

i

o
参
加
資
格

3
年
生
以
上

O
申
込
期
限
日
日
(
金
)
ま
で

|

|

|

三
月
の
行
事

ー
ー
ー

子
供
ひ
な
ま
つ
り
会
(
茶
話
会
)

1
日
(
日
)
午
後

2
時
j

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

信
網
集
後
記

昭
和
幻
年
4
月
魚
津
市
が
誕
生
し
、

広
報
う
お
づ
も
同
年
8
月
に
第
1
号

が
発
刊
さ
れ
、
今
月
号
で
師
号
と
な

nノ
宇
品

1
レ
わ
~
。

み
な
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
た
広

報

ω年
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
な
ど

を
載
せ
な
が
ら
:
:
:
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
愛

さ
れ
る
よ
う
、
ご
意
見
ご
要
望
に
応

え
な
が
ら
、
ま
た
多
く
の
皆
さ
ん
が

登
場
す
る
広
報
づ
く
り
に
、
一
層
努

め
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

(H
)
 

ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
と
て
も
懐
し
い

歌
が
流
れ
て
き
て
、
そ
の
当
時
の
シ

ー
ン

・
思
い

・
香
り
な
ど
を
思
い
出

す
と
い

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

魚
津
市
は

4
月
に
市
制

ω周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
こ
の

ω年

を
ふ
り
返
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一
人
一
人
が
そ

の
時
々
に
感
じ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
せ
る
よ
う
な
も
の
に
も
し
た
い
と
、

魚
津
市
史
を
何
度
も
読
み
か
え
し
ま

し
た
。

で
も
、
心
の
歌
に
は
遠
く
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
:
:
:
。

(Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

d 
( 1月1日現在)

人口 人(前月対比)

(男) 23 ，946 (+ 12 ) 

(女) 25 ，913 (-2 ) 

計 49，859 (+ 10) 

世帯数

14，446世帯

編集/企画広報室


